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　いよいよ近畿地方も梅雨入りが発表されました。雨が降ると山の緑は深みを増し、田植えが終わった田んぼで

は、カエルが元気に鳴きだします。

　さて、今年度がスタートして、もうすぐ３ヶ月が経ちます。子どもたちは、この３ヶ月で大きな行事をいくつ

か経験しました。その取組を通して、子どもたちは成長し「最高の蒲生野中学校」に一歩一歩近づいています。

　３年生にとって大きかったのは、やはり修学旅行ではないでしょうか。九州長崎方面に２泊３日で出かけまし

た。特に、自分たちで計画し、自分たちで行動し、自分たちで振り返りを行い、良かったことや反省すべき所も

自分たちで考え合えたことが、何より大切であり、大きな成長につながったと思います。

　２年生は、校外学習を行いました。京都市内で平和学習を行い、その後、班別行動を行いました。事前学習を

通して計画をしっかり立て、小さなトラブルはありましたが、それも良い学びになりました。

　１年生は、小学校の違いを超えてみんなが仲良くなることを目的に、丹波自然運動公園のトレーニングセン

ターで宿泊学習を行いました。一緒に活動し、一緒にご飯を食べ、一緒に夜を明かして一体感が高まりました。

それぞれ同じタイミングで校外での学習を行い、次の一歩につながる値打ちのある取組となりました。

　特に１年生にとっては、中学校に入学して初めての学期ということで、新しい仲間、部活動、定期テスト等、

学校に慣れるのに大変な時期だったと思いますが、私が朝出勤したときや出張のタイミングには、多くの１年生

が元気よく挨拶をしてくれ（１年生教室前に車を駐車しています）、良い中学校生活のスタートが切れているよ

うに感じています。

　全校的には、各部活動の春の大会に出場したり、陸上の南船大会や口丹大会にも全校生徒の約３分の１の生徒

が参加し、自分の部活動が終わった後に陸上競技に黙々と取り組んでいました。また、チームとしても励まし合

いながらも切磋琢磨して粘り強く頑張りました。大会では、蒲生野中生徒の態度の良さや挨拶の気持ちよさにつ

いて、多くの関係者から賞賛の声をいただきました。

　日常的な動きを見ると、委員会活動や班長会、学年委員会、生徒会活動等、生徒主体の学校に一層変わってき

ているように感じます。部活動の時間や下校放送、全校集会等いろいろな場面で校歌も聞こえてきます。

　自分の町や学校が好きになり自分自身も大切に思える等、自尊感情が向上すれば、何でも前向きに頑張れると

思います。そんな姿を見ていると一歩一歩確実に「最高の蒲生野中学校」に近づいているように感じます。

　そんな子どもたちの成長を、学校・家庭・地域が一体となって支えていきましょう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　人 見　平 安　　　　　　　　　
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